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大
正
時
代
に
創
業
、
三
代
目
に
な
る
名
取
さ
ん
は
こ

てつ
・?マ

十
六
年
の
キ
ャ
リ
ア
。
現
在
、
息
子
の
鉄
朗
さ
ん

(
二h

ん

十
六
蔵
)
は
か
三
人
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
作
る
簡

は
大
き
く
分
け
て
、
生
日
陥
と
練
り
街
。「
生
絡
で
も
、
出

来
上
が
る
ま
で
一
日
近
く
は
か
か
る
ね
」
と
。
繰
り
括

だ
と
、
こ
れ
に
加
糖
し
て
練
る
時
間
が
余
分
に
か
か
り

簡の製造

⑬ 

三
代
の
味

品
質
に
気
配
り
、

ま
す
。「
時
代
の
流
れ
で
、
昔
に
比
べ
て
甘
さ
は
控
え
め

で
す
。
消
費
者
の
か
た
の
舌
も
肥
え
て
き
て
い
ま
す
し

:
」
と
名
取
さ
ん
は
、
に
こ
や
か
に
語
り
ま
す
。

作
業
の
な
か
で
、
名
取
さ
ん
が
気
を
使
っ
て
い
る
こ

と
は
、
や
は
り
豆
の
品
質
と
煮
上
が
り
。
そ
し
て
「
や

っ
ぱ
り
食
べ
物
を
扱
う
仕
事
だ
か
ら、

情
生
耐
で
す
ね
」

と
。
現
在
、
豆
の
量
に
し
て
、
一
日
七
、
八
依

(
一
俵

は
約
六
十
髭
)
相
当
の
焔
を
市
内
の
菓
子
商
や
土
産
物

メ
ー
カ
ー
に
卸
し
て
い
ま
す
。

伝統を守る

-
名
取
守
二
郎
さ
ん

(
五
十
五
歳
・
下
一
房
山
)
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百
面
下
一ピ
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一クJ
4

ハ
γ

ったか本?

デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ

ビ
リ
友
の
会
の

運
動
会
が
九
月
二
十
五
日
、
諏
訪
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
や
家
紋
な
ど
百
四
ト
人
が
参
加
。
選
手
た
ち
は
、

紅
白

-K
入
れ
、
ピ
ー
チ
パ
レ
|
、
大
・
h
送
り
な
ど
六
純

H
を
、
ん
か
映
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
さ
ん
と
と
も
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
会
場
は
笑
版
と
村
手
に
包
ま
れ
、

家
政
的
な
非
同
公
か
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

、

想

込醤占.... 

注
立
し
て
「
き
の
こ
中
議
」
1
・
九
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
三
日
ま
で
、
ほ
て
い
や
上
川
市
で
「
き
の
こ
展
ぷ
会
」

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
し
小
き
の
こ
・中
心
防
止
推
近
協
議
会

の
主
配
き
の
こ
シ
ー
ス
ン
を
迎
え
、

h

ゆ
き
の
こ
を
覚
え

て
も
ら
う
の
か
ね
ら
い
。
ま
た
、
き
の
こ
写
点
展
や
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た

ポーラ ンド青年ら、上回へ

9 )J 20 日、ポーランド汀年ら15人がd1役

所を，，}ji l、永野市長を表敬しました。これ

は海外11・年との交械を深めようと 1".凹世界

山年友の会か一行を受け入れたものです。

Jli内などでホームスティをし、 Iliのク 1)_ 

J セシタ一、高齢者拍祉センタ一、日IJ所H

r~i な どを同察しました

広範うえだ:3.10. 16 [2) 
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し
ま
す を

市
で
は
、
年
間
三

1
凶
本
、
信
越
肱
送

(
S

B
C
)
を
通
じ
て
、
市
政
テ
レ
ビ
番
組

「
ふ
れ

あ
い
上
回
」
を
肱
映
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
皆
さ
ん
に
お
貸
し
し
ま

す
ω

題
名
、
政
映
年
月
U
は
い
江
去
の
と
お
り
で

す
，
ま
た
、
千
成
・

κ年
に
制
作
し
た
、
市
制
ヒ

ト
周
年
の
し
し
制
|
明
日
へ
の
波
動

l
L
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
則
く
だ
さ
い
，

-
問
い
合
わ
せ

祁
占
課
(
内
総
1
1
1
2
}

市政テレビ番組「ふれあい上回」一覧

題名

前長と著者(3人)の対絞

快適環境づくり 一公園一

明日をひら〈テクノポリス

蔵書害者信祉を考える

水の恩恵を考える

上関市の消防活動

盗事8・上回 ハイ テクの拠点へ

ゴミとの戦い

木を彫る・農民美術発祥70周年

テレトピア上回

21世紀に向けて

市民の山・太良E山t賛歌
唱匹ふ〈らむ上回線o
アーチストたちの夢



自
治
会
連
合
会

島
原
市
な
、
ど
へ
義
援
金

9月251::1、岡地

1;<:農業集部排水事

業の起工式が、 i尚

の排水処理場建設

予定地で行われ、

関係者約40人が出

席しました。同事

業は、市内ではすでに行っている下組、i-:;:Iilli、下之

郷に続いて 4つめです。総工貨は約 91窓67f万円、計

阿人口は940人を見込んでいます。

市自治会連合会では、雲1111';;与賢岳慣火による被災地の皆さん

に対して、 8月からi'li民に義般金の募金的動を行ってきましたの

そして 9月26日、集められた義援金をdJ長に託しました。総額

は974万1，272向。この義媛金は、長崎県島原市および深江町の

皆さんへの激励の気持・ちと、復興に役立てていただくため、同

30臼、現地へ送付されました。

一農業集落排水事業-

岡地区でも

工事着

@ 
1白 地震総合防災訓練(神科小 グラウンド

ほか、約750人が参加)

2日 市民と市長の日

3日 9月定例市議会招集日(-19臼) 北

陸新幹線軽井沢 ・長野間建設概要説明会

4日 長野県市長会役員会 ・総会(長野市)

8日 大塚建設大臣へ道路整備について陳情

(長野市)

9日 9月定例市議会一般質問 (14人、-11

日)

11日 第 1回チビッコ防災まつり

館、970人が参加)

12日 北陸新幹線上田駅建設広域首長会

13日 敬老祝い訪問(市内42人、-14日)

15日 第13田市民ふれあい広場(上回創造館)

第 4回鎌倉市シティプラス ・上回消防|叶

音楽隊姉妹都市交流演奏会(市民会館)

17日 北陸新幹線軽井沢 ・長野間建設工事起

工式(長町・市)

18日 国保健康優良世帯表彰式 (18人)

20日 ポーランド代表団市長表敬訪問(15人)

県道別所丸子線改良促進期成同照会

21日 第16回上聞市農協祭(-22日)きのこ

展示会(ほていや上回席、-23日)

25日 岡地区農業集落排水事業起工式(同事

業予定地、関係者約40人が出席)

26日 自治会連合会、雲仙普賢岳救護募金を

市に委託 (974万1，272問)

30日 自治連合会からの雲仙普賢岳救謎募金

を島原市、深江町に寄付

(上回創造

市の動き
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市民と市長の日

11月1日(金)
午前9時~正午

市長室

(市役所3階)
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商工業者の皆さん

上
田
市
中
小
企
業
融
資
(
制
度
資

全
)
は
、
多
く
の
商
工
業
者
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
が
長
野
県
信
用

保
証
協
会
と
市
内
の
各
金
融
機
関
の

協
力
を
得
て
、
中
小
食
業
の
経
営
脅

仁
、
希
望
す
る
金
融
機
関
へ
融
資
の

上田市中小企業融資一 覧

あ
っ
せ
ん
を
す
る
制
度
で
す
。
資
全

需
要
に
応
え
る
た
め
、
低
利
な
事
業

資
金
の
あ
コ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す

融
資
を
希
望
H

守
れ
る
か
た
は
、
お
気

軒
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
の

圏
資
金
は
こ
ん
な
と
き
に

マ
商
品
の
仕
入
れ
に
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古
く
怒
っ

T
V
ま
せ
ん
か
?

名会資
郵
便
局
で
は
、
郵
便
受
箱
の
あ
っ
せ
ん
と
、

簡
易

表
札
と
郵
便
受
箱
用
名
札
を
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す

以上fi十る二と，

会

小規模企業

金資ヨ住E事

p
 ，
 

内

4
F

。
運転ter~

も.巧
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近代化資金

雇
用
保
険
"
さ
わ
や
か
受
給
u

擁
進
月
間
で
す

雇
用
保
険
失
業
給
付
の

正
し
い
受
給
に
ご
協
力
を
/

独立開業資金

大雪世后対理署特買1)

ー
上
回
公
共
臓
業
安
定
所

l
上表の{賞途方法は均等月賦償還、信用保証料lま全額市負犯です。

上衰のほかに、共同事業資金、公共事業資金、公害防止資金が

あります

広報うえだ3.10. 16 [4] 

一
次
の
は
門
さ
ん
か
ら
品
か
い
ニ
帯
付

一
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

円
マ
上
田
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実

…
行
委
員
会
様

市
い
す
卜
向

上

川

一
市
社
会
悩
祉
協
議
会
へ

一
マ
掛
長
野
計
器
製
作
所
ゴ
ル
フ
愛
好

一
会
有
志
一
同
様
八
万
問
下
七
行
円

一
社
会
制
祉
法
金
蛇
立
金
と
し
て

-
マ
高
田
秀
香
横

(戸

台

町

)

卜
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一
万
川
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へ

二
v
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土
地
建
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脚
様

十
万
円

一
悦
会
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祉
指
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積
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し
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一
マ

久
保
角
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郎
様

(
川
辺
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)
五

一
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教
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用
備
品
の
充
実
の
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a

め
に一-
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8
リ
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H
1
9
H
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H
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け
付
け
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一

訂

正

お

わ
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一

十
同
一
日
号
四
べ
1
5

4
成
四
年
度

一R
育
園
入
園
受
惜
日
程
表
L

の
表

申

延

一
長
伊
膏
時
間
に

一
部
誤
り
ガ
あ
り
す
し
疋
円

一
汐
の
と
お
り
訂
正
し
ぎ
す
れ

一
マ
歓
喜
圏

(諏
訪
部
)
1
(朝
〉七
時
一一一
十

一
角
を
七
時
十
五
分
巳

(
タ
)
六
時
十
五
分

て
そ
七
時
に

《土
曜
日
)
十
二
時
三
十
分
を

一
午
後
六
時
三
十
-幻
に

一
マ
緩
楽
寺
保
育
園

(
申
之
条

)
1
ハ
輯
〉
八

一
時
を
七
時
に

ハ土
曜
日
〉十
二
時
を
午
後

一
=
一時に

一

ま

た

十
月
一
日
号
十
六
ペ

l
シ

「
健

一
康
い
ち
ば
ん
」
で

清
水
あ
き
ほ
ち
ゃ
ん

一

(十
カ
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・
緑
ガ
丘
札
〉
の
写
真
ガ
違
つ

一
て
い
ま
し
だ
。
写
真
は
枚
内
徳
絵
ち
ゃ
ん

一

(十
カ
同

・
西
野
町
)
て
す
。
訂
庄
し
て

酌
お
わ
ひ
し
ま
す
。



a局者Fため税金
みん本めた舗に

日
月

1
日
付
け
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上
川
純
持
持
、
し
し
小
地
ト
リ
事
務
所
、

し
仁
川
市
で
は
、
税
金
の
立
義
を
珂
解

し
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
中
学
三
年
生
を
吋
象
に
納
悦
探

語
を
拡
集
し
た

E
こ
ろ
、
千
八
十
八

点
に
の
ぼ
る
多
投
の
作
品
の
応
必
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の

制
況
に
事
伐
し
た
村
川
市
、
次
の
一
-
-

ト・
h
人
か
人
巡
し
ま
し
た
“『
悦
称
略
}

ロ
上
国
税
務
署
長
賞

行
納
悦
は
仕
会

M
M刊
の
あ
.
小
少

・
ボ
ド
大
州
『
.
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)

V
魚
川
を
守
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悦
ふ
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み
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な
で
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判

ι
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M
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{
.
.
山
中

マ
あ
な
た
の
純
全
み
ん
な
の
た
め
に

山
川
水
ト
門
小
巾
，

r
(
一一一
小
)

マ
純
金
を
お
さ
め
て
み
ん
な
の
街
づ

く

り

問

原

明

美

(

問

巾

a
)

マ
税
金
は
社
会
を
支
え
る
大
き
な
性

中
村
美
巾
紀
(
五
中
)

マ
税
金
て
作
る
あ
の
道
あ
の
校
会

腰

原

誠

二

ハ

中

}

マ
税
全
は
あ
な
た
の
く
ら
し
の
お
手

伝

い

小

以

卸

川

(

出

川

巾

・

}

ロ
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

山
仏
以
来

f
.
中
)
、
松
儒
川
淵
{一一

小

}
、
剛
山
れ
わ
作
川
で
・
γ
中
て
ん
村
山
ぶ
穂

{
問
中
て
大
川
忠
英

f
(ぷ
・
中
}
、
呉
川

肱
川
「
{
」
ハ
小
}
、
土
同
信
犬
{
嵐
山

。
上
田
市
長
賞

栗
山
和
果
、
山
阿
部
祐
美
、
金
井
主

(
以
上
一
中
)
、
川
市
川
崎
崎
、
田
中
良
チ
、

清
水
洋
祐
(
以
上
ニ
中
)
、
中
山
紅
子
、

福
沢
崎
仁
、
山
崎
洋
介
(
以
上
三
中
て

小
坂
真
実
、
丸
山
行
合
持
、
中
島
存

和
，
ナ
(
以
上
問
中
・
)
、
小
林
郷

f
、
神

内
除
宏
、
大
久
保
対
子
へ
以
上
五
巾
・
)
、

内
総
必
半
、
姉
崎
加
川
忠
，

r、
市
水
ち

ひ
ろ
{
以
上
し
ハ
・
中
)
、
山
下
必
太
郎
、

税
引
州
、
作
似
山
片
山
長
(
以

k
恥
悶

・
問
い
合
わ
せ

3
0
4
)
 

[5] 

一
日
以
{
仙
川
市
解
版
会
館
長
-
ぷ
羽
抽
出
H

防
.a
公
民
館
民
{
会
計
課
氷

K
納
佐
抗
体
山
一
民
(
溢
問
支
所
庶
務
振
興
係
長
)
水
門
一
マ
消
防
長
{
消
防
次
長
」
山
下
正
一

h
m
u
m
-点
以
(
午
前
岡
崎
境
課
長
)
一
納
係
長
)
三
井
.
俊

マ
上

m地
域
一
掛
正
昭

マ
桁
祖
国
支
所
庶
務
振
興
係
一

・
課
長
級

一
山
川
本
M
H
t
ヘ
マ
交
通
吋
策
課
長
{
山
mw
一
広
域
行
政
事
務
組
合
消
浄
刷
所
長
(
生
一
口
氏
兼
住
民
係
長
(
保
健
予
防
課
主
査
)
一
マ
消
防
次
長
(
中
央
消
防
署
長
)
北

一
水
管
理
セ
シ
タ
|
所
長
)
児
玉
弘
一
一
治
環
境
謀
議
長
補
依
北
部
公
害
係
長
)
一
志
摩
町
賢
一
マ
保
健
係
長
(
寝
間
公
一
沢
伴
康
マ
中
央
消
防
署
長

(
予
防

一
郎
マ
業
務
課
長
(
第
一
学
校
給
食
一
竹
内
秀
雄
一
民
館
主
士
官
)
桜
井
壮
介
マ
計
画
調
一
課
長
)
西
沢
清
成
マ
予
防
課
長
(
総

・
部

長

級

一

セ

ン

タ

ー

所

長

}
小
林
繁
一
議
会
一

・
課

長

補

佐

級

一

変

係

長

兼

公

設

地

方

卸

売

市

場

開

設

一

務

課

課

長

補

佐

兼

総

務

係

長
)
中
村

{
総
係
部
・
h
k

「
財
政
郎
・
h
k
)

市川
腕
郎
一
い
れ
務
局
次
長

{
西
部
公
民
館
長

}
m一
マ
商
工
課
課
長
補
佐
兼
商
工
仮
興
係
…
準
備
室
市
場
開
設
準
備
係
長
(
農
村
一
牧
絵

ト
十
八
マ
財
政
部
長
(
消
防
部
長
}
鈴
一
肱
悦
男
マ
選
挙
管
内
長
門
川
合
併
務
…
H
K
(
農
村
終
問
削
減
深
長
補
佐
統
計
同
一
幣
倫
諜
主
貨
}
手
塚
正
明
マ
交
通
一

・
係
長
級

ぶ
秀
一
郎
マ
民
生
郎
氏
(
品
代
行
次
一
い
M
K
(
収
悦
ぶ
長
)
陣
問
問
術

マ
山

一

謝

伐

係

長

}

柳

川

剛

一

対

煎

係

・

h
k
{
資
産
.
税
諜
主
交
}
逢
坂
一
{
〉
総
務
係
長
(
川
西
分
科
庶
務
係
長
)

卜

K
}

小
休
院
三
円
品
会
が
は
W
M
V
K

一
一
仰
が
は
切

d
y

附
ト
以
{
学
校
投
打
球
諜
H
K
M
川一

・
係
長
級

一
泣
い
た
マ
悶
先
係
長
(
会
計
課
主
発
)
一
小
林
良
次
マ
川
西
分
将
野
防
係
・
h
k

F

説
会
が
務
川
次
H
K
}

山
越
叫

vr
休
恥
H
仙
北
係
V
K
}

氏
作
手
マ
域
ド
州
市
川
内
刊
州
市
庶
務
係
民
(
尚
仁
僚
側
代
係
一
北
川
市
ψ
f
マ
第
二
午
校
給
食
セ
ン
一
(
東
北
分
持
制
H

防
係
長

}hm川
征
夫

災
行
次
収
(
竹

mh制作
H
K

小
沢
山
行
一
前
政
会
館
L
K
総
い
川
市
公
民
館
以
{
市

-
K
)
子
以
一
彦
マ
公
山
川
口
係
以
(
州
枇
タ
!
庶
務
係
長
{
間
工
咽
州
、
モ
夜
)
師
町
一
マ
川
丙
分
将
庶
務
係
長
(
川
附
分

・
課
長
級

一一氏
川
仲
間
耐
ト
以
納
ル
山
総
収
傍
係
H
5
M
m
札
・
地
係
た
】
畑
削
武
山
刀
マ
段
付
下
水
-
川
秀
彦
マ
中
央
公
民
館
次
長
級
文
一
持
制
問
防
係
民
}
中
村
光
広
マ
山
恥
北

V
収
悦
叩
州
民
{
し
仁
川
地
城
山
山
川
行
政
・1H
山
守
山
水
作
則
セ
ン
タ
ー
引
所
以
【位
・
近
ぷ
作
用
係
M
K
(
都
-
一
小
山
代
給
食
セ
・
化
会
館
次
H
K
(
生
活
環
筏
諜
主
先
}
一
分
署
符
防
係
民
(
辿
い
犠
H
K
)

小
林

中
傍
組
合
凶
作
同
所
以
)
ぃ
削
減
文
b
K
N
.ト
水
泊
沫
飢
民
納
位
協
机
粁
剛
叫
係
長
)一ン
タ
l
庶

務

係

以

}

込

山

昨

日

前

マ

一

柳

沢

賢

一

一

氏

一

マ

泌

伯

泉

氏

{

指

導

係

主

台

)

わ
山
氏
制
叫
ト
μ
(
州統光
州州
l
k
)

ぃ仙
川汁

一
い
い
八
峨
王
犬
マ
第
一
小
校
給
食
セ
ン
…
山
H

納
系
・
h
k
(
調
査
系
-
h
k
}

k

o

n

，.
.
 

・
ト
池
点
介

・

l
e
-
-
i
y
F
I
T
-
…

消
防
本
部

忠
史
マ
伝
活
用
応
酬
州
民
江
川
一州
事
…
タ
|
所
長
(
保
健
予
防
乱
抹
長
以
附
佐
一
マ
マ
校
教
育
訓
跡
地
設
係
民
(
中
央
公
一

務
所
長
)
大
沌
設
ぷ
犬
マ
観
光
咽
耕
一
級
保
健
係
長
)
村
間
道
雄
マ
西
部
一
民
館
次
長
)
赤
羽
武
幸
マ
牒
地
係
…

・
部
長
級

V
人
川
光
叩
氷
『
ね
3
州
事

1
・‘

l
!
?
"
'
l
i
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「産業経済活性化講演会JへEうぞ

bとき・..11月19日(村午後 l時30分 t>とこ

ろ…J'.FH削造館文化ホール t>講師…牧野界

きん(三菱総令研究所)

t>演題… 「情報化社会と

企業の吋応について」

・問い合わせ・・・商r.課

(内線1907)

Fミ
‘議

-
市
職
員
を
事
集
し

l

-
固
ま
守
H
消
防
駿
H

〈
職
種
と
資
格
〉

マ
消
防
職
(
高
卒
限
度

)
1昭
和
問
一

十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
、

平
成
三
年
四
月
一
日
現
在
上
閉
山
氏

一

ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め
、

一
時
他

…

市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
が
、
家
抜

一

は
よ
凹
市
民
で
あ
る
人

〈
試
験
日
と
科
目
〉

卜

一
月
二
十
一
日
附
午
前

l
時
.

教
養
試
験
(
高
・
半
程
度
)、
而
娘
、
作

一

文
、
体
力
検
脊

〈
人

ロ

回

目
〉

者
一
ト
名

〈
必
要
書
類
〉

…
マ
巾
込
書
(
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。)

一
マ
履
歴
警
(
高
校
花
学
者
は
、
統
一

…
応
募
書
矧
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
人

…

い
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
に
あ
る
も
の
い

ネ
」
舵
刑
し
て
く
ど
さ
い
J

V
故
終
学
校
成
績
証
明
書

マ
地
康
診
断
書
(
公
立
候
一
療
機
関
で

受
診
し
た
ら
め
)

マ
六
十
二
川
切
手
添
付
め
れ
二
軍
，
封

筒

(人
円
育
連
絡
問
、
あ
て
名
記
入
の

こ
と
)

〈申
込
期
間
・

申
込
先
〉

十
け
二
十
一
日
仰
か
ら
卜

一
月
十

六
日

ωま
て
(
た
だ
し
、
第
二

・
第

四
十
昭
日
は
閉
庁
日

)
に
市
役
所
三

階
総
務
課
職
員
係
(内
線

1
2
0
3
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

叩
月
は
国
民
年
金
基
金
加
入
促
進
月
間
で
す

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

皆
さ
ん
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
並
み

の
老
後
保
障
を
確
保
す
る
た
め
、

今
年
の
四
月
よ
り
新
し
く
法
律
に

よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
公
的
な
年

金
で
す
。

長
野
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、

十
月
を
国
民
年
金
基
金
加
入
促
進

月
間
と
定
め
、
加
入
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
加
入
に

つ
い
て
ご
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
長

野
県
国
民
年
金

基

金

(
宮
0
2

6
2
@
6
6
1
 

9
)
ま
で
ど
う

ぞ。

上田中失消防署で

圃
『
館
設
を
見

3
会
」
へ

圃
参
加
し

T
み
ま
せ
ん
か

施
設
を
知
る
よ
い
機
会
て
す
の
で
、

一
皆
さ
ん
お
誘
い
ん
い
わ
せ
の
う
え
、
ご

…

…
参
加
く
だ
さ
い

P

参
加
料
は
無
料
て
、ぃ

一
人
で
も
参
加
て
き
ま
す
ハ
日
け
.
食
は
…

…
市
て
問
怠
し
ま
す
一

マ
集
合

九
時
卜
分
ま
て
に
市
役

…

…
所
正
而
玄
関
前
へ

マ
定
員

存
コ

一
|
ス
問
ト
五
人
工
必
貝
に
な
り
次
第

…

昼

食

後

市

長
お
よ
び
部
長
ー
と
の
テ

…
締
め
切
り
ま
す
)

マ

申

し

込

み

一

|

マ
別
懇
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

一
十
月
ニ
ト
一
日
間
か
ら
三
ト
日
附
ま

…
皆
さ
ん
の
ご
立
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

…
て
に
屯
話
て
秘
帯
課
(
内
線

1
1
1
…
さ
い
。

マ

解

散

山

役

所
前
を
三

…
l
、

1
1
1
2
」
ヘ

マ

懇

談

会

…

時
ご
ろ
の
予
定

日ミ報うえだ3. (6] 

農業バイオセンター(昨年)

10. 16 

11月1S (金) 11月6日(水) 11月8日(金)

〈福祉コース〉 〈環境コース〉 〈一般コース〉

9 :30- i湾曲t者説祖; 9 :30- クリーンセンター 9 :40- 第 一・ ザ'; t~ 

10:30 センFーデイ ・ 10:30 10: 40 給食セ ンデー

10:45- _1'.岡市 10:50- fjI * )苦JII¥ 11: 00- Q. ;t 
J) :45 しいの.1.鴎 11・40 七 ン タ ー 11:50 

12:00-
上限 61Ji1i館

12:00、
J~ 問自1 透 ~1 12:00- k悶飼遺館

13:20 13: 20 13: 20 

13:30-
報 思. 警4

13:30- 下水伶 11: 13:35- 上問中央消防署
14:30 14:30 14:35 

14:50 解 飲 14:45 解 散 14:45 解 散

{卜1I1.lii主'1，庁時11) ( I:lJI.lii量百すがn ( 1:日1.1i1をr/rtl:jl

「施設を見る会J 日程とコース

9: 10、出発 9:20市役所正面玄関前集合



官官月の相談

者は(11) まお手話 jJ
悩午午 マ す で工 出j さ宵
祉後前と 。ん芸のiL齢 高楽
セ三十き 、品成、者 齢 し

;竺緊ィ 立ム?控2者じ
l ら ー なや発しさ 文マ

子:21S黒で左手 化苛
イ ニ 凶日 即お手品、 祭よ

ろ 時 w 売にてや日 ， 
サ 「 ・ もぎ士クご r 
|商卜十 行 1) 丈ラろ
ピ齢日日 い 、円プ(%

調留弱電1タ マ的行盟起も ス
|閉会し殿行 l-.ーセ
( い回ま f也 しlJ1 ン
E 合 覧す区ま駅タ
⑫ わ で 。Jiす前 1
4 せ お 「 而 u か
1 知 詳 へ まら マ
1尚らしのた無 送
9 齢せ 〈 送、料迎
} 者しは迎嵐送

術liま、パ悶迎ニ
祉す後ス 1" パ U
セ ) 日 Lヰス間
ン 自主li~をと

前日J) ・圃・圃 選 挙 マ が 二 |碍京 会を向.市衆

存iZ法日 言語T2A12E議若手2護古 員検
か 日 き 2本 埋「合さ検の会さ十し l悶挙 議市 の 察

ネ臼十 量歪 百82之容院E2合手 A右良事 選審
後三一 科目 会 0 ニ査者 の 依 基 検 簿 選 管 : 定 査

長A2五言 内;占lii i-27A22T雲 に員
韓 . F3検なよも埴はもは脊者別員 つー

;日討 liiiihi 113ii!日明
ろ 午 日 ~ ;~全 」 員 1- 近検 。 査者 tえる

自主納付のかた、口座振替が使利です/

今月の納税

市県民税 3期

国民健康保険税 4期

納期限は10月31日です

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

川
月
お
日
側
、
ボ
イ
ラ
ー
修

理
の
た
め

一
日
休
館
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

中日 談 名 日 時 会場など

11月8B(鎚

法 律 中目 苦n伊，~ミ 13: 30-15 : 30 予約先は生活環

( 予約 制) 11月22日附 f支 境誇Hr"J線1388)

13:30-15:30 所

人俄 ・悩みごと相2炎
11月78(-1¥) 

宮
13: 00-16: 00 ⑫ :iJ舌段境課

11月14B(村 4 (南1'1'合3階)
土地建物相談

13: 00-16: 00 
1 。

農地問題相談
11月1日制 。農業委員会

8 : 30-17 : 00 (本庁舎2階)

行 政 相 談
11月118 (/i) 

西武デパート
10 : 00-15 : 00 

心配ごと柑 J炎
4Ji;週火略日

10:00-15:00 社会福祉協議会

法 倖 相 日炎
11月21日(七} 宮 ⑫ 2025

10: 00-正午

法 律 相 言炎 11月201:l(7)¥)

(予約制) 13:30-15:00 上限商工会議所

保険年金相談
毎週月~金眼目 宮 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 民 +日 談 iri:・週月~土曜日(午前)

消費生活相談 9 : 00-17 : 00 市 生活環境線

交 j盈 キ日 t炎 毎週月~金曜日
役

(商庁舎 3階)

9 : 00-16 : 00 

健 康 相 j炎
毎週月~土曜日(午前} 所 健康相談室

9 : 00-16 : 00 (南庁舎 21;皆)

※市民相談l立西庁舎 2階から南斤舎 3階へ移りました。

※市役所は、第2・4土曜日は閉庁(休み)となります。
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保健センター(市役所南庁舎2階)

f!J!診 築地日 生年 月 日

4 iJ・ 月
11月1日 3， 6， 16 -6， 30 

11月19日 3， 7. 1 -7， 15 

10 iJ・ 月
11月7日 2， 12. 16-12. 31 

11月26日 3. 1. 1 -1. 15 

1歳6か月
11月6日 2， 4. 16-4， 30 

11月27日 2， 5. 1 -5. 15 

3 誌を
11月11日 63. 10. 1 -10. 15 

11月20日 63， 10. 16-10. 31 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か月 1 .. ~_ _ 13， 6， 16-7 . 15 
111月8日 1

10 か月 1--..-- 12.12.16-3.1.15 

1歳6か月 I 11月22日 I 2. 3， 16-5. 15 

川西社会福祉センター(川西地区)

3. 6， 16-7 . 15 

2.12.16-3.1.15 

2. 4. 16-5. 15 

63. 6. 1 -11. 30 

-清水あきほ、1

(1 1か月 ・ 緑ガfi~じ〉

τIfん

、、

「紙をピリピリ破るのが

得意。お姉ちゃんとよく

遊んでいますJ と母の節

子さん。

11月13日

4 か月

10 カ・ 月

1歳 6か月

J戎
保健 FlTtt 11月25日

愛

3 

保健予防諜(内線 1374)

10月27日⑤

10:00~正午

13: 0ù~1 5:00 

|海野町会館 |

種類は200mQ，・400mQ，と成分献凹

※なお、 JR上臼l駅前での

献血(i..しばらくi木みますの

11月の乳鈎児健康診査

l>受付時間 いずれも午後 l時-2時 l>持ち物

母子健康手11長、パスタオル (4 ・10か月児)、歯ブラシ

( 1蹴 6か月児)01歳 6か月児は、 tかちゃん手l阪の中

にある健康診査巣に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査粟は、様式が変わりました。 また、視聴覚

検査のア ンケートも加わりましたので用紙をお送りし

ますω ご記入のうえ健康診査にお出かけください。

一寸

毎
年
盛
況
の
消
食
生
活
展
(
昨
年
)

「

f
hT

・

一一……………………・一一一…

上田市消費生活展へどうぞ

:-.~. “・・・・・・…“・・・…・・……・・……一……ー…………………  ・……・M ・M ・...……・・…-

j 

L…岡市町一w・…一…、…-………・・……雨明開・…一……一山山…………・…・・・・両日石市石高

官。月2⑤日② 午後1-----4時

~7日⑧ 午前10時~午後4時
E車層圏聖書選直01JE・愚'J.~司・

“ピン扱き広場"

聞きます

スパイクタイヤをお持ちのかた、ぜひこの機会

にピンを抜いて、スノー タイヤとして再利用しま

しょう 。会場(中央公民館前庭)では、ピン抜き

機をお貸しし 、ピン抜き )j・法の指導をします。

なお、ピン抜きは、タイヤを持ってきたかたが

ご自身でMお願し、します。

今出のテーマは「見つめ直そう暮らしと環境J。

rt' .県との共催で、消費生活での問題点や改善方

法を興味深〈展ポします。 日常生活と環境の密接

一一ー;';;;11 な関係を考える場として、皆さん
官官11JfXオ! の米場をお待ち しています。

立7JJtll・問い合わせ 上副市消針生活展

運営委員会事務局 (生前環境課 ・

内線1390)
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